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日本産淡水魚類の鈎頭虫類：総説

嶋津　　武＊

AcanthocephalansoffreshwaterfishesinJapan：areView

TakeshiSHIMAZU＊

Abstract：AcanthocephalansreportedasadultsfromfreshwaterfishesinJapanare

reviewedfromtheliteraturepublisheduptoApril1999．Knowledgeisassembledof

thetaxonomy，host（S），lifecycle，eCOlogy，geOgraphicaldistributioninJapan，etC．，for

eachspeciesofthem．
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日本列島に生息する淡水動物からは多くの種類

の寄生虫が報告されている。本稿では，それらの

うち，成虫期が魚類に寄生する鈎頭虫類について，

分類，宿主，生活丸　生態，地理的分布などに関

する調査研究の成果を文献に基づいてまとめてい

る。本稿の目的は，これらの分野の現有知識を収

集記録し，文献目録も兼ねることによって，今後

の調査研究に資することにある。したがって，個

別事項に関してはあまり立ち入った論議はしてい

ない。筆者の未発表資料を除いて，1999年4月ま

でに印刷公表された成果を引用している。魚病に

関する教科書や解説書は数多く出版されていると

思うが，それらはほとんど採り上げていない。

釣頭虫塀は釣頭動物門（PhylumAcanthoceph－

ala）を構成し，全種が脊椎動物の消化管内に寄

生する。その上位分析群のとり方は，研究者によ

って異なるが，ここではAmin（1985）の分類体

系に準じている。日本から新種として記載された

種があるが，それらの異名もできるだけ掲げる。
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生活史に関しては，日本以外での研究成果にも触

れる。宿主名は標準和名であたえるが，紛らわし

い場合には学名もそえる。

日本産軟水動物は上野（1973）に詳しいが，そ

こには寄生生物も概説されている。小林（1935）

は，日本産汲水魚類とその寄生虫類について当時

の知識をまとめた。目録あるいは文献集としては，

Kamegai andIchihara（1972），江草・中島

（1973），Nagasawa et al．（1987，1989），Wa－

kabayashi（1994）などが役に立つであろう。本

稿では触れていない未同定釣頭虫もこれらには採

録されている。福井（1962）と荒木（1999）は日

本列島から報告された釣頭虫類を一覧している。

日本産淡水魚塀の寄生虫に関する総説としては，

条虫，線虫，吸虫のものがすでに印刷になってお

り（嶋津，1997，1998，1999），本稿はその第4

報である。これらに共通する文献で，先の3報の

文献表に見られる誤りは本稿の文献表で訂正した。

後日，機会をみて，これら4報の改訂版を準備し

たいと考えている。筆者としては，これら以外に

総説を著す計画はないので，他の分野（例えば，

原虫や単生虫）の総説は他の研究者に賓ねたい。
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鈎頭動物門（PhylumAcanthocephala）

Eoacanthocephala綱

Neoechinorhynchida目

Neoechinorhynchidae科

NeoechiZWrhynchuszacconisYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，京都付近のLake

Kobata［木幡池か］で獲れたオイカワ（コイ科）

の腸からえた成虫（雄1個体）に基づいて本種を

記載した。この原記載以降，本種に関する研究は

ないようである。

A屯oecあまれOr九冴几C九比gSp．1

これは北海道パソケトーのアメマス（サケ科）

からえられたものである（関，1975）。

肋oec九f花Or九〝れC九比gSp．2

これは北海道塘路湖のイバラトミヨ　いゲウオ

科）からえられたものである（Nagasawaetal．，

1989）。

Palaeacanthocephala綱

Echinorhynchida目

Cavisomidae科

R九αdZ几Or九〝花C九ofdeg mf〃αgα∽α王

FukuietMorisita，1937

福井・森下（1937）は，新潟県中頸城郡名香山

村関川で田口川のイワナ（放れe玩紘　刀名αり官αと

して）の腸からえた虫体（雌成虫1，雌未成熟虫

上　雄ユ）に基づいて，本種を新属新種として記

載した。この原記載以降，本種に関する研究はな

いようである。

Echinorhynchidae科

Acαnthocqphalus acerbusVanCleave，1931

Van Cleave（1931）は，水産試験場木崎分場

（長野県）の養魚池のニジマス（サケ科）からえ

られた成虫（雌20）に基づいて本種を記載した。

寄生部位は示されていない。中井・小海（1932）

は，駆除法を見出す目的で，1926年～1928年に同

分場で柴死したニジマス，カワマスおよびマス

［キザキマスか］における本種の寄生状況を調べ

た。その結果，寄生率はマス，カワマス，ニジマ

スの順に高くなり，これは魚種における食性（後

出の中間宿主の捕食）に関係すること，ニジマス

では，体長が大きくなるにつれて寄生率，寄生数

ともに高くなること，寄生数が風　車，後腸部の

順に少なくなること，寄生率が夏から秋にかけて

次第に低くなり，冬に高くなり，春（4月）に最

高になること，などを明らかにした。また，ヨコ

ノミ［ミズムシ］山繭おゐ砲初血が（甲殻綱等

脚額）が中間宿主であること，ヨコノミにおける

幼虫の寄生率は低く，季節によってもほとんど変

わらないことを示した。さらに，ヨコノミは虫卵

を摂取して感染を受けると推察している。この点

は保科（1933）が実験的に実証した。すなわち，

虫卵はミズムシに捕食され，仔虫がその消化管内

で酵化して血体腔へ移行して寄生する。本種は東

京水産大学大泉醇化場（山梨県）のニジマスの腸

からも記録されている（Nagasawa and Egusa，

1981b）。本種の分類については，A．gcゐなりg乃ざゐ

（後出）の項を参照されたい。

A．aculeatus Van Cleave，1931

Van Cleave（1931）は，長野県青木湖のヒメ

マス（サケ科）からえられた成虫（雌5，雄6）

に基づいて本種を記載した。寄生部位は示されて

いない。Kataoka and Momma（1934）は，琵

琶湖産アユ（キュウリウオ科）の腸からえた雌雄

の釣頭虫を本種に同定している。本種の分類につ
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いては，且．gCゐなpgの吉永（次項）を参照されたい。

A．echigoensisFujita，1920

藤田（1920）は，新潟県村上町三面川のサケ

（サケ科）の幽門垂からえた虫体（雄1）に基づ

いて本種を記載した。寄生は稀であったとされて

いる。宿主は三面川に潮上したサケであることは

文脈から明らかであるが，この虫体がいつ，どこ

で，どのようにしてこのサケに感染したかについ

ては触れられていない。Harada（1935）は，北

海道，新潟県および長野県のサケ，ベニザケ，ヒ

メマスおよびニジマス（サケ科）（産地と魚種は

関連付けされていない）からえられた虫体を本種

として記載した。サケは河川に湖上したものらし

い。ベニザケとヒメマスが区別されている点から

みて，ベニザケも湖上したものらしい。長野県木

崎湖産ヒメマスからえられた14個体において，吻

釣の数と配置，大きさおよび虫卵の大きさに相当

な変異を観察したので，且．0邦COプ勿乃Cあご（後出），

且．αCg沌弧，A．αC〟Jgαおの3種を本種の異名と

みなした。福井（1961，1962）はこの意見に賛成

している。福井・森下（1936）は山梨県佐野川の

ヤマメ（サケ科）の腸からえられた成虫（雌1，

雄1）を簡単に記載した。

A．gotoiVanCleave，1925

Van Cleave（1925）は，東京の魚屋で入手さ

れたウナギ（ウナギ科）からえられた成虫（雌1，

雄2）に基づいて本種を記載した。寄生部位は示

されていない。Yamaguti（1935）は，各地（産

地は特定されていない）のウナギからえた虫体

（複数）および京都府巨椋池のドソコ（ハゼ科）

とナマズ（ナマズ科）の腸からえた未成熟虫につ

いて，吻鈎を記載した。Yamaguti（1939）は，

長野県諏訪湖と滋賀県琵琶湖のウキゴリ（ハゼ

科）の小腸［まま］からえた成虫（雄5）も記載

した。福井・森下（1936）は，愛知県産ウナギお
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よびナマズの腸からえた成虫（雌2，雄1および

雌2）の形態を簡単に報告した。Yamagutiと福

井・森下の標本では，吻鈎の縦列あたりの数が

VanCleaveの原記載とは異なっていた。

A．lucidusVanCleave，1925

（＝A．aYiaiusVanCleave，1925）

本種は両生類の寄生虫である（Van Cleave，

1925；Harada，1935；NagasawaandEgusa，1981

b）。Harada（1935）は，A．artatusをA．

htcidwの異名とした。Nagasawa and Egusa

（1981b）は，本種を東京水産大学大泉醇化場

（山梨県）のニジマス（サケ科）の腸からも検出

して，ニジマスがカエルを捕食して感染したと推

察している。ここでは，ミズムシからは幼虫は検

出されなかったという。

A miZWrYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，富山県（産地は特定さ

れていない）のナマズ（ナマズ科）の小腸［ま

ま］からえた成虫（複数の雌雄個体）に基づいて

本種を記載した。福井・森下（1936）は，琵琶湖

産ドソコ（ハゼ科）の腸からえられた成虫（雌

2）を簡単に記載した。Yamaguti（1939）は，

福井県小浜のドソコとフナCαク俗3才乙岱C‘27℃55ゐ岱

（コイ科）の小腸［まま］からえた雌雄の成虫も

記載し，また虫卵は大きさが成熟にともない変わ

ると述べている。粟倉（1972a）は，1972年3月

～8月に，北海道立水産醇化場森支場の養魚池で，

ニジマス，スチールヘッドトラウト，オショロコ

マ，ヤマメ（以上サケ科）およびイトヨ（トゲウ

オ科）に本種の寄生を認め，その形態を記載した。

使用されずに放置されていた養魚池で寄生率，寄

生数ともに高く，ニジマスでは最多で5，500個体

以上もの多数寄生をみた。釣頭虫は腸の肛門付近

に寄生していたが，寄生数の多いニジマス高令魚

では腸全体に，またイトヨでは肛門付近だけにみ



24 嶋津　武

られた。鈎頭虫の物の周囲の腸粘膜に，粘膜損傷

や組織増私　細胞侵潤を観察した。さらに，同養

魚池で繁殖しているミズムシ（甲殻網等脚煩）か

ら本種の幼虫を検出した。養魚場における，本種

の生活史成立と釣頭虫症発生防止について考察し

ている（莱倉，1972b，1975，1980も参照）。

Nagasawa et al．（1982）によると，北海還流津

川では，本種の寄生率と寄生数はともに淵にすむ

淡水塾ウキゴリ（ハゼ科）で瀬にすむ中流塾ウキ

ゴリよりも高かったが，これは淡水型ウキゴリが

淵にすむミズムシをより多く捕食するためという。

この場合でも，釣頭虫は直腸に集中していた。粟

倉ら（1984）は，河川［北海道斜里川か］に沸上

した，産卵期のサクラマス（サケ科）から本種を

記録している（Awakura，1989も参照）。

A．07WOrhynchiFujita，1921

藤田（1921）は，北海道札幌付近の発寒川のサ

ケ稚魚の腸からえた雌雄虫体（個体数不明，雌は

未熟）に基づいて本種を記載した。藤田（1916，

1921）によると，寄生率は毎年5月～6月に高く，

主に稚魚の雄が寄生を受けていたという。ヨコノ

ミGαmmαm Sp．（甲殻綱端脚類）が中間宿主で

ある述べているが，これは実証されていない。本

種の分類については，A．gCゐなoe乃ぶゐ（前出）の

項を参照されたい。

A．qpsariichthydisYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，淀川（産地は特定され

ていない），京都府巨椋池および滋賀県琵琶湖の

ハス，オイカワ，ニゴィ，モツゴ，コイ（以上コ

イ科），アユモドキ（ドジョウ科）およびナマズ

（ナマズ科）の小腸［まま］からえた雌雄の成虫

に基づいて，本種を記載した。ナマズには多数の

虫体が寄生しており，すべて未熟であったが，こ

れは単なる季節的影響によるものではなさそうで

あるという。さらに，Yamaguti（1939）は，長

野県諏訪湖のアプラハヤ，ウグィ，タモロコ（以

上コイ科），ドジョウ（ドジョウ科），ウキゴリ

（ハゼ科）およびアユ（キュウリウオ科）からえ

た成虫も記載し，本種の標教を改訂した。また，

1935年に呼ぶα汝ゐ物′ゐと誤記した種名を呼ぶα元一

ichihyゐに訂正した。Ichihara（1964）は，東

京都秋川渓谷のニジマス（サケ科）からえた本種

（雌21，雄2）の形態を記載し，吻釣の縦列数の

変異を示した。中島ら（1975）は，滋賀県醍井養

終試験場のニジマスの腸管における本種と

乃βぴあプ血成乃07勿搾Cゐ狐ぶα∽郡gg乃ごね（後出）の

寄生状況を詳しく調べ，またこれら2種に対する

駆虫薬（6種）の殺虫効果も言搾りまわ′ロで検定した。

なお，稀ではあるが，ニジマスの腹腔内から見付

かった虫体もあった。ここでえた虫体の形態は

Yamaguti（1935，1939）とIchihara（1964）の

記載とほぼ一致した（中島・江草，1975a）。

Nagasawa et al．（1983）は，栃木県湯ノ湖での

調査結果から，本種のカワマス，ビワマスおよび

ヒメマス（以上サケ科）での寄生率と寄生数を左

右する生態的要因として，これらの魚額と中間宿

主（ミズムシ）の生息域の異同と魚類の食性をあ

げている。また，ここでの中間宿主がミズムシで

あることを確かめたという。

Acα花挽oc印九αbgSp．1

本種は，阿部（1973）が埼玉県熊谷の養魚池の

ニジマス（サケ科）の幽門垂と腸管からえたもの

である。未同定であるが，既知種に比べて，吻鈎

の数と列［縦列か］数などが少なかったという。

寄生部位の病理組織学的変化として，粘膜に上皮

組織の変性と脱落および慢性カタール性炎症，そ

して粘膜下組織に寄生虫性肉芽塵が観察された。

Aeα花挽ocqp九αbgSp．2

Mayama（1989）と真山（1990）は，この釣

頭虫を北海道目名川（尻別川支流）のサクラマス
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幼魚（サケ科）からえた。日本産Acα乃挽OC卸あー

αお属釣頭虫の分頸学上の混乱から，種の同定

は保留した。この川に放流されたサクラマス幼魚

について，年間を通じて，鈎頭虫の寄生動態や成

熟および幼虫の中間宿主AgggJぴあ砲‘綱あがへ

の寄生などを詳細に調べ，さらに寄生状況から放

流サクラマスの河川生活の在り方を論じた。

Acα花挽ocqp九α払gSp．3

これは河川生活期［新潟県三面川か］およびそ

こからの降海直後の小形サクラマス（サケ科）か

らえられた（某倉ら，1984；Awakura，1989）。

Acα几挽ocqp九α丘はSp．4

これは岐阜県八幡町大和村で長良川産陸封アマ

ゴ（サケ科）からえられた（反町ら，1984）。

Echinorhynchus cottiYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，滋賀県（産地は特定さ

れていない）のカジカ（カジカ科）の小腸［ま

ま］からえた雌雄の成虫（多数個体）に基づいて

本種を記載した。福井・森下（1937）は雄（1個

体）を琵琶湖産ギギ（ギギ科）からえて，その形

態を記載した。Yamaguti（1939）は，琵琶湖の

カジカ［ウツセミカジカか］の小腸［まま］から

多数の雌雄成虫をえて，その形態も記載した。

Nagasawa and Egusa（1981a）は，青森県蟹田

川のイワナ，ヤマメおよびニジマス（以上サケ

科）における本種の寄生状況を調べ，その形態的

個体変異を示した。また，蟹田川の－支流（Fu－

jinomata Brook）の甲殻網端脚叛（fb7umOeYa

顔0乃fcα）の血体腔からシストアカソト幼虫をえ

て，この端脚類が本種の中間宿主であることを示

した。琵琶湖では，本種はウツセミカジカの外に，

ビワヒガイ，ニゴィ，ホソモロコ（以上コイ科），

オオナマズ（ナマズ科），イサず，ヌマチチプ

（以上ハゼ科），アユ（キュウリウオ科）からもえ
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られ，その中間宿主はナリタヨコエビノお聯7秒

∽αク邪乃α房おご（端脚類）である（長澤和也の同

定による，著者の未発表資料）。

及pαrαざま払riFukl止1929

［＝乃紺血gC肋zoγ如乃C加古　αγ誠〟γブ（Fukui，

1929）Petrochenk0，1956］

Fukui（1929）は，琵琶湖のナマズ（ナマズ

科）の小腸［まま］からえた虫体（雌成虫2，雌

未成熟虫3，雄未成熟虫1）を本種として記載し

た。．この原記載以降，本種に関する研究はないよ

うである。

E．truttaeSchrank，1788

［＝Metechinoク句nchus如diae（Schrank，1788）

Petrochenk0，1956］

Zhukov（1960）は本種を色丹島のアメマス

（サケ科）からえた。本種の中間宿主は端脚類

（Gαmmαプ≠ばSpp．）であることが知られているが

（Schmidt，1985），色丹島での中間宿主は不明の

ようである。

gc九よれOr九g乃C九鵬Sp．

この釣頭虫は，Kataoka andMomma（1934）

が琵琶湖産アユ（キュウリウオ科）の腸からえた

雄1個体に基づいて簡単に記載したものである。

Illiosentidae科

fbe乙‘dor九αd亘れOr九〟花C九比88αmegαieれ8ね

NakajimaetEgusa，1975

中島・江草（1975b）は，本種を滋賀県醍井董

鱒試験場のニジマス（サケ科）の腸から記載した。

本種はこジマスにA q如戒地物ゐ（前出）と

混合寄生していた。この原記載以降，本種に関す

る研究はないようである。
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乃et上dor九αd王几Or九押C九αgSp．

これは北海道塘路湖のヤチウグイ（コイ科）か

ら記録された（Nagasawaetal．，1989）。

Pomphorhynchidae科

TenutproboscismisgumiYamaguti，1935

Yamaguti（1935）は，ドジョ　ウ（ドジョ　ウ

科）（産地不明）の胃壁［正しくは前腸部］に固

着していた雌雄の成虫（数十個体）に基づいて，

本種を新属新垣として記載した。この原記載以降，

本種に関する研究はないようである。

考　　察

以上で，日本産淡水魚類の釣顕虫類に関する現

有知識の全体像を示すことができたと思う。釣頭

虫類は大きく，肉眼でも検出できるものがあるた

めに，古くから関係者の関心を引いてきたのであ

ろう。鈎頭虫の研究は，1916年に，藤田が北海道

札幌近くでサケ稚魚から鈎頭虫を見出した時から

始まるようである。この釣頭虫は後に新種

（Acα乃娩oc密ゐαお口乃COプ勿乃Cゐ才）として記載され

た（藤田，1921）。

本稿に見るように，日本産淡水魚類からは2綱

2日5科6属15種および少なくとも8未同定釣頭

虫が報告された。このうち，2属14種が新分類群

として日本で提唱された。初期の段階では，少数

の標本に基づいて新種が記載されることが普通な

ことであった。このことが，その種の形態的変異

（鈎頭虫の場合に主要な分類形質となる，吻鈎の

数，配列法，大きさなどの変異）を十分に示すこ

とができなかったために，その後の研究に大きな

分類学上の混乱を引き起こしたようである。その

よい例がサケ科魚煩のAcα乃紘OC密ゐαお属鈎頭

虫であり，本属の種の異同問題は依然として未解

決のままである。個々の種において，多数の標本

に基づいて，地理的変異や宿主由来の変異を含め

て，形態的種内変異を解明したうえで，分類学的

再検討を行うことが求められている。国外の種と

の異同も今後の研究課題となる。

この外に，藤田（1927）は琵琶湖産のホソモロ

コ，ヒガイ，オイカワ，ハス（以上コイ科），ギ

ギ（ギギ科）とイワナ（サケ科）の腸およびイサ

ザ（ハゼ科）とドジョウ（ドジョウ科）の胃から

釣頭虫を記録している。この釣頭虫は同定されて

いないが，今日の知識からみて，複数の種が混合

していたと考えられる。fbg〟dOク勉励0㌢勿乃CゐM

Ieuciscus（Krotov et Petrochenko，1956）

Golvan，1969（Echinorhynchida目：11－

1iosentidae科）は，北海道の河口域や沿岸海域

のウグイ（コイ科）に普通に見られる（Ma－

Chida and Araki，1982；Araki and Machida，

1987も参照）。本種は，シシャモ（キュウリウオ

科）からも検出されているので（ArakiandMa－

chida，1987），沿岸域で生活する海産種らしい。

日本列島には150～170種の淡水魚額が産する

（後藤，1987）。このうち，鈎頭虫類の宿主として

記録されたのは約40種である。宿主としては，潮

水や養魚池のサケ科魚類が目立つが，これはサケ

科魚類が水産上重要であり，それへの鈎頭虫の寄

生が注目されたことによる。産地として報告され

たのは，北海道，東北，関東，中部，近畿の一部

の限られた水域である。中国，四国，九州，島暁

での研究はほとんどない。宿主と産地の記録は，

釣頭虫の実際の宿主範囲と分布範囲を示している

とは思えない。

生活史からみると，4種および1未同定釣頭虫

について白魚界での生活史が分かっている。一般

的には，釣頭虫は1つだけの中間宿主をとるから，

その全生活史の解明は比較的容易である。淡水魚

類の釣頭虫頬は等脚頬，端脚類などの甲殻類を中

間宿主とするものが多い。中間宿主体内で発育す

る幼虫は実体虜徴鏡下で認めることができる大き

さである。実験室内でも，自然界でも，各々の種



日本産汲水魚類の釣頭虫類：総説

の生活史の解明が求められている。生活史の理解

はその釣茨虫の生態学的研究の基礎となると信じ

る。

釣頭虫類は眼に付きやすいことから，サケ科魚

類のように水産上重要な魚種の釣頭虫について，

生活史ばかりでなく，寄生動態，感染成立に係わ

る生態的要因，感染予防法，寄生部位の病理組織

学的変化などの解明にも眼が向けられてきた。こ

れらの方面の研究も今後一層進むことを期待した

い。

本稿が示すとおり，日本産淡水魚叛の鈎頭虫相

は解明の途上にある。個々の種に関して，形態的

種内変異や系統分類，宿主特異性，生活史，寄生

動態，地理的分布，宿主との共進化，日本列島で

の種分化，定着経路などの研究は将来に倹ちたい。

一人でも多くの研究者がこの分野の研究に参加さ

れることを望む。最後に，どの分野の研究であれ，

用いた釣頭虫の標本を確かな研究機閑に保管を依

託することを奨めておきたい。標本は情報量が記

載や写真よりもずっと豊富であり，後に分類学的

研究の追試（時には遺伝子解析）を可能にする。
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